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第 2章では，本研究の前提となる THA の適応疾患，THA 患者の特徴，THA 患者への支援の
現状と課題，支援の方策の一つとしての遠隔看護システムの可能性について述べた． 














第 5 章では，第 4 章で構築したシステムを用いて，THA 患者に退院指導を行っている看
護師と THA 経験患者に術後 3 ヵ月を回顧してもらい，ユーザビリティスケールである WUES
を用いてシステムの有用性の分析および評価を行った．調査の結果は，概ね良好であった．
しかし，画像や内容，システム操作面などの課題が明らかとなり，システムの改善やマニ
ュアルの工夫などを行った．次に，退院直後から退院 3 か月後までの THA 直後患者に対し



















患者の術後 3 ヵ月程度までの日常生活支援のための THA 遠隔看護システムを構築してい
る．患者が主体的に使用でき，退院後も継続的に必要な時に必要な情報提供を受けられ
るように調査に基づき考案されている． 
具体的には、まず第 3 章において，THA 患者に対する退院後の日常生活上の困難と必要
とする医療情報についてのインタビュー調査とその分析結果が示され，THA 患者の退院後
の日常生活上の困難は，身体的困難が生じ，それが心理面・社会面に繋がる傾向を明ら








に際しては慎重を期し，まず，THA 患者に退院指導を行っている看護師と THA 経験患者に
術後 3 ヵ月を回顧してもらい，ユーザビリティスケールの WUES を用いて調査し，その結
果の分析と評価を経て，次に，退院直後から退院3か月後までのTHA直後患者に対して，
QOL 尺度（SF-36v2，JHEQ）と役立ち感アンケートに基づき，改善したシステムの有用性
の分析と評価を行うという 2 段階を踏んでいる．これらの結果を通して，THA 遠隔看護シ
ステムはTHA直後患者への情報提供や情報交換による日常生活の支援に有用であることが
検証されている． 
以上より，本研究でのTHA遠隔看護システムは、今後，病院整形外科のナースステーシ
ョンや訪問看護ステーション，訪問リハビリテーションなどとの連携により，THA 患者の
病院退院時や退院後に活用できるように，ベンダー企業と提携も視野に持続的な運用面
での検討が期待される．その際，コンテンツの追加・整備を行うことで両側手術患者や
再置換術患者にも適用拡大していけると思われる． 
以上を総合して本審査委員会は，本論文が「博士(応用情報科学)」の学位論文に値す
るものと全員一致で判定した． 
 
